
(1)第 129号 は ぐ く む 令和 5年 7月 20日

令
和
５
年
度
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

定
時
総
会
３
年
ぶ
り
対
面
開
催
！

５
月
１２
Ｈ

（金
）
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
西
棟
５
階
５
０
２
研

修
室
に
て
令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
、
３
年
ぶ
り
の
対
面
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
が
承
認
可
決
さ
れ

た
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
理
事

の
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
な
役

員
が
決
ま
り
ま
し
た

総
会
後
行
わ
れ
た
理
事
会
に
て
、
嘉
麻
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成

会
の
横
山
利
恵
ｒ
会
長
が
代
表
理
事

（会
長
一
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

３
年
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
が
定

着
し
て
き
た
半
面
、
会
員
相
互
の
交
流
が
希
薄
化
し
た
現
状
が

浮
き
彫
り
と
な
り
、
次
の
よ
う
な
問

題
点
や
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

〓

支
援
者
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

養
成
や
確
保

〓

障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
の
虐
待
事
案

〓

「
強
度
行
動
障
害
」
、

「重
度
障
害
者
等
」
の

地
域
生
活
の
あ
り
方

ま
た
、
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約

委
員
会

の
勧
告
も
重
要
な
課
題
と

な

っ
て
い
ま
す
。
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会長 横山利恵子

ありがとうこざいました

この会報は、

共同募金の配分を受けて

作成したものです。
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★
障
害
基
礎
年
金
学
習
会
の
実
施

★
疑
似
体
験
活
動

出
前
講
座
に
つ
い
て
は
１
２
８
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
詳

細
は
省
き
ま
す
が
、
基
礎
年
金
学
習
会
は
２
校
で
、
疑
似
体
験
は
、

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
、
４
団
体
で
１２
か
所
１３
回
の
実
施
を
し
ま

し
た
‥
本
年
度
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
．

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
目
的
で
県
の
委
託
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
、
や
む
を
得

ず
実
施
を
見
送

っ
た
主
管
団
体
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

は
完
全
実
施
と
共
生
社
会
を
目
指
し
た
創
意
工
夫
の
あ
る
事
業

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

令
和
４
年
度
の
事
業
実
績
は
次
の
通
り
で
す
。

・
相
談
件
数
　
延
べ
１
０
４
件

（電
話
９５
件
、
メ
ー
ル
２
件
、
面
談
等
７
件
）

・
相
談
者
数
　
延
べ
８０
名

（会
員
４９
名
、
会
員
外
３１
名
）

相
談
内
容
と
し
て
は
、
久
留
米

の
虐
待
事
案
関
連
と
成
年
後

見
人
の
横
領
事
件
に
関
し
て
の
成
年
後
見
制
度
の
在
り
方
。
ま

た
、
「
強
度
行
動
障
害
」
や
難
病
認
定
の
重
複
障
が
い
者
の
居
場

所
や
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど
難
し
い
問
題
が
寄
せ
ら
れ
た
。

成
年
後
見
制
度
や
虐
待
問
題
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
の

実
情
、
障
が
い
の
重
い
人
達

へ
の
支
援
、
就
学
前
後
の
課
題
等
、

多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。今
、政
府
が
進
め
て
い
る
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
障
が
い
者
施
設
で
の
取
り
扱
い
も
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
や
課
題
と
向
き
合
う
に
は
、
権
利
擁
護
学
習

会
を
設
け
、
私
た
ち
自
身
が
学
び
、対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

趣

　

旨

事
務
局

学
習
会

学
習
会

の
要
項
や
日
程
が
決
ま
り
し
だ

い
、
正
会
員
宛
に
参

加
申
込
書
を
添
え
て
案
内
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

情
報
交
換
と
そ
の
収
集
を
行

い
、
政
策
提
言
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

福
岡
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会

月
１
日
程
度
の
開
催
予
定

令和 5年度 収支決算概略

経常収益

1.受取会費 2,302,000

2.受取補助金等 2,570,320

3.事業収益 2,509,132

4.寄付金その他 1.063.753

経常収益計 8,445,205

経常費用

事業費計 6,382,607

管理費計 1.747,866

法人税 80,100

経常費用計 8,130,473

当期経常増減額 234,632
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ぐ
育
成
会
報

`2儀
一一一一議
譲
穣
澱
顧
一０
癒
議慇議
」一一一一一一一一一一

〓
一■
■
●
〓
猿
〓
一織
一一書
一摯
〓
菫
一〓
華
一一一継
一〓
〓
藤
〓
〓

一舞一一一一一一一一一一一一一一一鶴一一一一難一一一一一一一華一纏

一鐵鐵一一一一一一一一一一継糠一一簿纂輩一糠驚



令和 5年 7月 20日 |よ ぐ く む 弟 129号   (2)

氏  名 .==,:●

●●・

=空
望|||■

電腕:鵬 |=

一̈
詳

ギ

一嘔

〓
一

所   属
:言il,|●

=,.=Frl‐
,ξ :=

.ま■,,■.||■■.‐霞
|||:■ 1,｀|'■■ |■1

横 lll 利恵子 代表理事 嘉麻市手をつなぐ育成会 筑豊地区

西 村 郁 子 副 会 長 久留米市手をつなぐ育成会 久留米地区

赤井田 八千代 副 会 長 大野城市手をつなぐ育成会 福岡地区

松 永 カズミ 理  事 行橋市手をつなぐ育成会 京築地区

伊 束 義 勝 理  事 直方市手をつなぐ育成会 直鞍地区

岩 田 孝 利 理  事 福岡県手をつなぐ育成会事務局長 県育成会事務局長

高 」1   浩 理  事 個人会員 個人会員

樗 木 美 鈴 理  事 糸島市手をつなぐ親の会 福岡地区

長 尾 宏 明 理  事 小郡学園大刀洗保護者会 久留米地区

深 町 忠 男 理  事 筑後市手をつなぐ育成会 筑後八女地区

樋 口 いずみ 理  事 (福 )地域福祉を支える会エンゼル 大牟田地区

米 田 利 夫 監  事 芦屋町手をつなぐ親の会 芦屋町事務局長

本年度定時総会で承認されました。新 しく就任された理事は、行橋市手をつなぐ育成会の松永かずみ氏と地域福祉を考え

る会の樋口いずみ氏です。任期は令和 5年 5月 12日 ～令和 7年度定時総会までです。

賛 助 会 員
【市職 員 新任 研 修 会 】 参加人数 36名

実施啓発キャラバン隊 筑後 ちっきゃら

開催 口時 :4月 24□ (月 )9:00～ 10:50

開催場所 :筑後市役所 研修室

【企 業職 員研 修 会 】 参加人数 8名

実施 啓発キヤラバン隊 (福 )翼会 つばさ

開催 日時 :5月 1l H(本 )15:30～ 16:30

開催場所 :飯塚信用金庫 桂川支店

【保 護者 会研 修 会 】 参加人数 31名

実施啓発キャラバン隊 筑後 ちっきゃら

開催 口時 :6月 9日 (金)13:30～ 14:30

開催場所 :県立筑後特別支援学校

飯塚信用金庫の研修

保護者会の研修

言卜 報

令和 5年 7月 1日 未明、前副会長 ・岡垣町手をつなぐ親の会会長小松紀彦氏がご逝去 されました。享年82歳。永 く

本会理事や広報委員を務められ、本会発展にご尽力されました。

本紙「編集後記」は故人の執筆で多くの読者に愛読されてきました。亡 くなる寸前 まで病室にパソコンを持ち込み

129号の編集後記を模索 しておられたそうです。

故人の育成会への熱意と愛情を称えると思に、深 く哀悼の意をささげます。

福岡県手をつなぐ育成会 会員一同

○団体会員

・佐々木商事株式会社

・第二野の花保護者会

・北野学園

・第二北野学園

○個人会員

・小畑 容子・原 典江

・永間 優・橋本 優

・相良美知子・田尻 賢

(順不同、敬称略)

公益社団法人 理事その他の役員名簿

役   職 備   考
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「
２
０
２
３
ふ
く
お
か
県
障
が
い
児
者
美
術
展
」

作
品
　
募
集
中
！

本
年
度
も

「
２
０
２
３
ふ
く
お
か
県
障
が
い
児
者
美
術

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
募
要
領

・
申
込
書
等
に
つ
い
て

は
、
正
会
員
の
皆
さ
ま
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
ふ
く
お

か
県
民
文
化
祭
福
岡
県
実
行
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
お

願
い
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
福
岡
県
実
行
委
員
会
事
務
局

電
話

一
〇
９
２
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４
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３
８
３
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２
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３
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ン
、ヽい
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一　
岸
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●
ぴ
Ｌ
い
∽
”
穴
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， 一・も
『
①
い
い
Ｌ
″
暉
Ｏ
Ｆ
”
一
∞
」
も

（担
当
　
吉
田
、
多
地
）

第
６２
回
九
州
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
福
岡
市
大
会

第
４０
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　
福
岡
県
大
会

開
催
期
日

一
令
和
５
年
１０
月
８
日

（日
）

開
催
場
所

一
福
岡
国
際
会
議
場

大
入
ム
テ
ー
マ

親
あ
る
時
も
親
な
き
後
も
、

皆
で
支
え
る
わ
が
子
の
幸
せ
―

日
程
　
午
前

一
大
会
式
典

。
中
央
情
勢
報
告

午
後

¨
全
体
会

（シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
）

本
人
大
会
　
他

九
州

・
沖
縄
か
ら
福
岡
へ
集
ま
ろ
う
！

行事名 日程 場所 内容

第 1回相談員研修会 7月 21日 (金 ) クローバープラザ 10:00～ 501研修室

福岡県本人活動 8月 下旬実施予定 未定

キャラバ ン隊研修会 9月 26H(火 ) 札幌市 ハイブリッド開催

第62回 九州大会

第40回福岡県大会
10月 8日 (日 ) 福岡市 国際会議場

権利擁護セ ミナー 11月 7日 (火 ) 島根県松江市 ハイブリッド開催

第 2回相談員研修会 令和 6年 2月 上旬 クローバープラザ 実施予定

令和 5年度全国大会

令和 6年
1月 27日 (土 )

ヽ28日 (口 )

愛媛県松山市 参集開催

手をつなぐ育成会

事業所協議会全国大会
令和 6年 2月 24日 (土 ) 長崎市 対面開催

全育連正会員会議 令和 6年 3月 中旬 東京 対面 ・動画視聴サイ ト配信予定

育成会フォーラム行政説明 令和 6年 3月 中旬 東京 対面・動画視聴サイト配信予定

福岡県育成会第 3回理事会 令和 6年 3月 クローバープラザ 対面開催

福岡県育成会 出前講座 通年実施 (申 し込みは事務局まで)

l.疑似体験学習会 県下 4つの啓発キヤラバン隊を講師として派遣 します。

2.障害基礎年金学習会 年金の基本から申請までをDVDに て解説 します。

令和
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◆機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお申し込みください。

。年間購読料 一日 3,900円 (送料別)

※送料は
「

1数 によって異な |)、

一日 (1冊 )の場合は年間240円 ですc

I購読利のうち一日当たり50円 は災害発生時の

見舞金や支子7:活動資金に充てられます l

手をつなぐ5/6月号表紙

【次号予告】(仮題)

★ 7月 号特集

「『親なき後』とおカネのこと」

★今月の問題

「有料道路の割引制度について」

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、ノーマライゼ~ン ヨン

の理念の下、自立 した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが
′
Zヽ要です

是非、こ協力をお願いします´

◆会費(個人会員)1口  2,000円 //年

◆会費(団体会員)1回  10,000円 /年

◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】
公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会

電 話 :092-584-4374 FAX:()92-584-4378

E-1■lail:info("fk― ikusei Org
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今,のこは｀

どぅする,

「特別支援教育支援員」とは

障がいのある子ども(特 に発達障がい児)の 学習、生活支援等を

担う職員のこと―文部科学省は、平成19年 度から「特別支援教育

支援員」の配置を促すため予算措置を実施 している.

各地の教育委員会で「学習支援員」「教育補助員」など名称は

様々です

支援員の確保や資格、その研修、学校の特別支援教育体制 (支

援員と学校職員との連携など)な ど支援員制度を充分に活かすた

めの言果題があります。

この制度は、(口 々に応 じた教育活動を充実させるため

には、幼稚同から高校においてますます重要な役割とな

ります。
町

^
養
護
学
校
義
務
設
置
の
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
ろ

だ
っ
た
。
新
入
生
Ｍ
さ
ん
が
私
の
ク
ラ
ス

（障
害
児
学
級
）

に
入
級
し
て
き
た
。
彼
女
は
場
面
絨
黙
症
で

「成
人
男
性

と
は
言
葉
を
交
わ
せ
な
い
」
と
母
親
か
ら
聞
い
て
い
た
。

そ
の
後
３
年
間
、
担
任
の
私
と
は

一
言
も
言
葉
を
交
わ
す

こ
と
が
な
く
過
ぎ
て
い
っ
た
。

卒
業
式
が
終
わ
り
、
私
は
彼
女
を
見
送
る
た
め
校
門

に
立

っ
て
い
た
。
突
然
、
彼
女
が
交
流
学
級

の
列
か
ら

離
れ
て
私
の
傍
ら
に
駆
け
寄

っ
て
き
た
。
「お
め
で
と
う
」

と
私
が
言

っ
た
と
き
、
彼
女
は
さ
さ
や
く
よ
う
に

「あ
り
が
と
う
」
と
応
え
て
学
び
舎
を
後
に
し
た
。

そ
れ
が
、
私
と
彼
女
の
最
初
で
最
後
の
会
話
だ

っ
た
。

私
の
胸
に
ゆ
っ
く
り
と
感
激
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
数
か
月
後
、
被
災
地

神
戸
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
入

っ
た
。
神
戸
の
惨
状
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
地
震
の
恐
怖
を
感
じ
た
。
私
た

ち
の
役
割
は
、全
国
か
ら
届
け
ら
れ
た
教
科
書
、参
考
書
、

文
具
な
ど
を
避
難
所

へ
届
け
る
こ
と
だ

っ
た
。
あ
る
避
難

所
で
幼
児
が
母
親
と
二
人
で
ぽ
つ
ね
ん
と
座

っ
て
い
た
。

私
は
持

っ
て
き
た
絵
本
を
差
し
出
し
た
。
幼
児
は
表
紙

を
じ

っ
と
見
た
あ
と
、
私
に
笑
顔
を
向
け
て

「
あ
り
が

と
う
」
と
い
っ
た
。

こ
の
小
欄
を
永
く
執
筆
さ
れ
た
小
松
紀
彦
氏
が
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
彼
の
柩
に
何
度
も
「あ
り
が
と
う
」

と
心
の
中
で
、
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
か
け

れ
ば
か
け
る
だ
け
、
空
し
く
て
悲
し
く
て
や
り
き
れ
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

生
き
て
い
る
と
き
に
「あ
り
が
と
う
」と
言
い
た
か
っ
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
　

　

　

（事
務
局
）
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